実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態

　　　　　情報Ａを履修している１年生の２月に実施したので，情報に関する技能及び知識ともに年度当初よりは，高くなっている。また，情報という教科に対する興味・関心が高く，授業に対する取り組みは良い。

　　○　実習環境、使用ソフト等

　　　　　今回の実習では，コンピュータを使用せず，教室でのグループによるプリント実習である。

３．実践内容

今回，ディジタル化について，２種類のプリント実習を行った。一つは「文字のディジタル化」であり，もう一つは「画像のディジタル化」である。

文字のディジタル化では，アルファベットの小文字２６文字を０と１を使って伝えるにはどうしたらよいかという問いかけに対して，５人グループでそのルールを考えるという実習である。ただし，０と１の羅列した数字を紙に書き相手に渡す（データに区切りはない）という条件を付けた。グループでまとめたルールをお互いに発表しあい，その長所・短所を考えさせ，実際にデータをルールに従って伝えさせた。

画像のディジタル化では，あらかじめ図形を用意しておき，その画像を０と１で伝えるにはどうしたらよいかをグループで考えさせた。ルールの発表後，８×８のマスに区切り，画像を０と１に変換し，それを画像に戻すという作業を行った。その際に，１６進数で表す実習も取り入れ，人が見る場合には，１６進数の方が分かりやすいことを体験させた。次に，１６×１６のマスに区切ってディジタル化を行い，解像度と情報量の関係も認識させた。

４．実践結果と考察

　文字のディジタル化では，一部のグループにヒントを与えることが必要であったが，全グループがルールを作成することができた。ルールとして，固定長のデータと可変長のデータの２種類が考え出されことも生徒にとって興味深かったようである。画像のディジタル化では，実習を通じて，解像度と情報量の関係も実感として分かり，コンピュータの処理速度の速さに感激した生徒も多かった。生徒の評判も良く，両実習を通じて，ディジタル化の基本原理が理解されたようである。

５．今後の課題

　２進数や１６進数を数学で学習していないので，数学が苦手な生徒には，なじめない分野であるので，丁寧な指導が必要である。特に１６進数は，場合によっては，行わない方がよいと思われる。

















































